
 

 

 

伊丹市都市景観形成建築物の概要  

 

 

 

 

都 市 景 観 形 成 建 築 物 建 築 物 等 の 概 要 所         見 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：昭和６０年 ４月 １日

所在地：伊丹市北伊丹３丁目７７番地 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・厨子２階建・桟瓦葺 

蔵  ：２棟、土蔵造 

納 屋：１棟、納戸１棟 

門  ：正 門･･･棟門（麻田藩主より拝領） 

通用門･･･多田街道に面する。 

塀  ：塗壁塀 

植 栽：樫類が多い。 

 

母屋は江戸時代（享保期）に建てられたもので、蔵や塀、

門、庭木などが伝統的農家の屋敷構えを見せ、旧北村の歴

史的景観を構成する重要な要素となっている。屋敷は、ま

た、旧伊丹郷町から北上する多田街道に面しており、その

歴史的道すじの景観をしのばせる要素でもある。 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：昭和６０年１２月 ２日

所在地：伊丹市伊丹５丁目２番２７号 

種 別：伝統的町家（酒蔵） 

母 屋：木造・厨子２階建・切妻造・本瓦葺 

ミセ部分上部部小屋組は登梁形式としており、

ミセ部分の上にやや高い厨子２階部分を設けて

いる。 

それ以外の小屋組は、井楼（セイロウ）組であ

る。 

 

 

旧伊丹郷町の街道（かつて大坂道と呼ばれていた。）に面

した伝統的酒蔵であり、江戸時代後期に建築されたと考え

られる母屋は、歴史的市街地景観を構成する重要な要素に

なっている。 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：昭和６０年１２月 ２日

所在地：伊丹市伊丹５丁目２番２５号 

種 別：伝統的町家 

母 屋：木造・厨子２階建・切妻造・本瓦葺 

離 れ：１棟 

蔵  ：２棟、土蔵造 

納 屋：１棟 

 

 

 

 

旧伊丹郷町の街道（かつて大坂道と呼ばれていた。）に面

した町家建築であり、江戸時代後期に建築されたと考えら

れる母屋は、歴史的市街地景観を構成する重要な要素にな

っている。 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：昭和６０年１２月 ２日

所在地：伊丹市下河原２丁目８番３号 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・厨子２階建・入母屋造・桟瓦葺 

離 れ：１棟（新築） 

蔵  ：２棟、土蔵造 

納 屋：２棟 

門  ：長屋門 

塀  ：石積みのうえ屋根塀 

植 栽：松、槇、柿、巨大なキンモクセイなど 

 

江戸時代後期に建築されたと考えられる母屋や、これを囲

む蔵・門・庭木などが、伝統的農家の屋敷構えを見せ、屋

敷東側に隣接する浄源寺とともに、下河原の歴史的集落景

観を構成する重要な要素となっている。また、屋敷は旧西

国街道（国道１７１号）に面しており、その歴史的道すじ

景観をしのばせる要素でもある。 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：昭和６０年１２月 ２日

所在地：伊丹市御願塚３丁目７番１１号 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・厨子２階建・入母屋造・桟瓦葺 

離 れ：２棟、木造・平屋建・入母屋造・桟瓦葺き、木造・

寄棟造・平屋建・桟瓦葺（新築） 

蔵  ：３棟、土蔵造 

納 屋：１棟 

塀  ：屋根塀、生垣、石積みのうえ生垣 

門  ：正門･･･長屋門、その他の門･･･腕木門 

植 栽：松、杉、槇など 

御願塚の歴史的集落にあって、江戸時代後期に建築された

と考えられる母屋や、これを囲む蔵・門・塀・垣・庭木な

どが、伝統的農家の屋敷構えを見せ、付近の須佐男神社の

緑と調和した景観を形成している。 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成 元年１０月 ２日

所在地：伊丹市下河原２丁目６番３号 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・２階建 

蔵  ：米蔵・本瓦葺・船板張 

塀  ：練り塀 

植 栽：槇、クロガネモチ、クス、ツバキ、マメツゲなど

 

 

 

下河原の歴史的集落にあって、浄源寺や入江邸などととも

に、旧西国街道の歴史的道すじ景観をしのばせる蔵の続く

町並みを構成する要素となっている。 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成 元年１０月 ２日

所在地：伊丹市下河原２丁目８番１６号 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・厨子２階建・入母屋造・桟瓦葺 

蔵  ：土蔵造・桟瓦葺き 

塀  ：瓦屋根付板塀 

植 栽：クス、タブなど 

 

 

 

 

下河原の歴史的集落にあって、浄源寺や入江邸などととも

に、旧西国街道の歴史的道すじ景観をしのばせる蔵の続く

町並みを構成する要素となっている。 

指定第２号 坂 上 俊 夫 邸 

指定第５号 箟 源 一 郎 邸 

指定第６号 平 野 喜 一 邸 

指定第８号 入 江 義 人 邸 

指定第９号 箟  惣 一 邸 

指定第11号 増 田 平 造 邸 

指定第13号 中 村 一 彦 邸 



⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成 ４年 ５月 ２日

所在地：伊丹市口酒井１丁目９番地 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・厨子２階建・入母屋造・桟瓦葺 

離 れ：木造・平屋建・入母屋造・桟瓦葺 

蔵  ：１棟、海鼠壁 

納 屋：１棟 

門  ：長屋門 

塀  ：ケヤキ腰板塀、築地塀 

植 栽：松、クロガネモチ、槇など 

 

春日神社の森を背景として建つ母屋は、江戸時代後期の建

築を昭和初期に現在地に移転したものであるが、通りに沿

ったケヤキ造りの長屋門・塀などと一体となって伝統的農

家の景観を見せ、口酒井の歴史的集落景観の重要なヨウ素

となっている。 

⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成 ５年１１月 １日

所在地：伊丹市荻野５丁目５０番地 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・藁葺（鋼板被い）・平屋建 

蔵  ：２棟 

納 屋：１棟 

門  ：腕木門 

塀  ：腰板築地塀、腰板塀 

 

 

 

藁葺屋根を有する母屋を中心にして、蔵や納屋とこれらを

囲んでいる庭や門・塀とが一体となって美しい屋敷構えを

見せており、荻野の歴史的集落を構成する重要な要素であ

る。 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成 ６年１１月 １日

所在地：伊丹市荒牧１丁目１８番３０号 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・平屋建・草葺（一部桟瓦葺） 

 

 

 

 

 

 

 

草葺屋根を有する母屋が、前面の開放的な庭や門・生垣と

ともに、伝統的な植木産地である荒牧の潤いある集落景観

を形成する要素になっている。 

⑪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成 ６年１１月 １日

所在地：伊丹市山田３丁目５番３号 

種 別：石造蔵 

蔵  ：３棟、大谷石組石造 

塀  ：大谷石組石造 

 

 

 

 

 

 

山田の歴史的集落にあって、伊丹では数少ない重厚な雰囲

気を持つ石造建築が周囲の伝統的農家建築等とうまく融

合した景観を形成している。 

⑫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成 ８年１０月 １日

所在地：伊丹市野間５丁目６番７号 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・厨子２階建・入母屋造・桟瓦葺 

蔵  ：２棟、土蔵造 

納 屋：１棟、木造・平屋建・桟瓦葺 

門  ：長屋門 

 

 

 

 

母屋を囲む長屋門と塀、そして納屋が伝統的な農家の屋敷

構えを見せ、野間の潤いある歴史的集落景観を形成する重

要な要素となっている。 

⑬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成 ８年１０月 １日

所在地：伊丹市御願塚３丁目７番３号 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・厨子２階建・入母屋造・桟瓦葺 

離 れ：木造・平屋建・桟瓦葺 

蔵  ：２棟、土蔵造 

納 屋：１棟、木造・平屋建・桟瓦葺 

門  ：長屋門 

 

 

母屋を囲む長屋門と塀、そして納屋などが伝統的な農家の

屋敷構えを見せ、前面の道すじ植栽や水路と一体となった

潤いある表情は、周辺の須佐男神社などとともに御願塚の

歴史的集落景観を形成する重要な要素となっている。 

⑭ 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成 ９年１０月 １日

所在地：伊丹市口酒井１丁目２７４番地 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・厨子２階建・入母屋造・桟瓦葺 

    （下屋は、本瓦葺） 

離 れ：木造・平屋建・寄棟・桟瓦葺 

蔵  ：１棟、土蔵造 

門  ：長屋門 

 

江戸時代後期の建築と考えられる母屋と南側道路に面し

た長屋門などが伝統的な農家の屋敷構えを見せ、口酒井の

潤いある歴史的集落景観を形成する重要な要素になって

いる。 

⑮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定日：平成１２年 ３月３０日

所在地：伊丹市御願塚４丁目８番２８号 

種 別：伝統的農家建築物 

母 屋：木造・厨子２階建・切妻造・桟瓦葺 

離 れ：木造・平屋建・桟瓦葺 

蔵  ：３棟、土蔵造・本瓦葺 

納 屋：木造・平屋建・桟瓦葺 

門  ：長屋門 

塀  ：腰板塀・上部漆喰塗り 

 

 

江戸時代後期の建築と考えられるムクリのついた母屋や、

これを囲む長屋門、蔵、塀等が伝統的な農家の屋敷構えを

見せており、御願塚の潤いある歴史的集落景観を形成する

重要な要素になっている。 

指定第16号 荒 木 隆 雄 邸 

指定第23号 前 田  章 邸 

指定第25号 土 井 忠 治 邸 

指定第26号 吉 田 良 次 邸 

指定第27号 芝 田  虎之助 邸 

指定第28号 田 中 宏 和 邸 

指定第29号 梶 山 石 根 邸 

指定第30号 箟  千 鶴 邸 

 


